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松
浦
高
嶺
先
生
の
略
歴
と
主
要
著
作
目
録
松
清
高
嶺
先
生
は
、
一
九
八
八
年
二
月
を
も
っ
て
立
教
大
学
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
松
浦
先
生
の
略
歴
と
主
要
著
作
目
録
を
掲
載
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
本
学
史
学
会
へ
の
ご
貢
献
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
感
謝
の
し
る
し
と
し
た
い
と
首
、い
ま
す
。　
立
教
大
学
史
学
会
『
史
苑
』
編
集
委
員
会
略
九
二
三
年
九
月
十
五
日
九
四
八
年
九
月
九
四
八
年
十
月
九
五
二
年
三
月
九
五
五
年
十
月
九
五
八
年
四
月
九
五
九
年
四
月
九
六
七
年
四
月
九
六
九
年
二
月
十
九
日
九
七
〇
年
四
月
九
七
二
年
四
月
九
七
三
年
十
月
五
日
九
七
五
年
四
月
九
七
八
年
四
月
九
八
三
年
四
月
九
八
五
年
四
月
九
八
八
年
二
月
九
八
八
年
四
月
九
八
八
年
七
月
つ
九
七
二
年
九
七
三
年
０
九
五
一
年
九
五
五
年
九
五
八
年
九
五
八
年
九
六
〇
年
九
六
一
年
九
六
二
年
史
苑
主
要
な
研
究
業
績
編
　
著
『近
代
イ
ギ
リ
ス
史
の
再
検
討
』
（柴
田
三
千
雄
氏
と
共
編
）
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
入
門
』
全
円
山
吉
信
。
今
井
宏
・越
智
武
臣
氏
と
共
編
）
弘卸
　
文
「
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
デ
フ
ォ
ー
ー
十
二
人
の
政
論
家
と
二
つ
の
航
海
記
」
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
職
業
教
理
の
変
化
に
関
す
る
一
考
察
０
，
０
」
「
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
」
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
長
老
派
主
義
と
分
離
主
義
」
「
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
歴
史
的
背
景
」
「
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
社
会
」
「
清
教
徒
革
命
に
お
け
る
『宗
教
上
の
独
立
派
』
Ｆ
い
８
呂
符
Ｆ
ｏく
に
つ
い
て
の
一
考
基
金
（第
二
十
巻
第
一
号
）
お
茶
の
水
書
一房
山
川
出
版
社
『史
学
雑
誌
』
第
六
十
編
第
三
号
　
　
　
史
学
会
『史
学
雑
誌
』
第
六
四
編
第
六
、
七
号
　
史
学
会
大
野
真
弓
監
修
『世
界
史
大
系
』
第
十
巻
所
収
誠
文
堂
新
光
社
『史
苑
』
第
十
九
巻
第
二
号
　
工立
教
大
学
史
学
会
『英
米
文
学
史
講
座
』
二
所
収
　
　
　
　
研
究
社
『世
界
の
歴
史
』
第
十
二
巻
所
収
　
　
な現
摩
重
房
『史
苑
』
第
二
三
巻
第
一
号
　
一立
教
大
学
史
学
会
歴
東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
東
京
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
卒
業
都
立
戸
山
高
等
学
校
教
諭
市
立
高
崎
短
期
大
学
専
任
講
師
市
立
高
崎
短
期
大
学
助
教
授
立
教
大
学
専
任
講
師
（文
学
部
所
属
）
立
教
大
学
助
教
授
（文
学
部
所
属
）
立
教
大
学
教
授
（
文
学
部
所
属
）
文
学
部
長
代
理
　
兼
　
文
学
研
究
科
委
員
長
代
理
（
一
九
七
〇
年
一
月
十
四
日
ま
で
）
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
主
任
（
二
年
間
）
文
学
部
史
学
科
長
（
一
九
七
三
年
十
月
四
日
ま
で
）
文
字
部
長
　
兼
　
文
学
研
究
科
委
員
長
（
一
九
七
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
文
学
研
究
科
西
洋
史
専
攻
博
士
課
程
主
任
（
一
年
間
）
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
後
期
課
程
主
任
（
一
九
七
九
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
）
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
後
期
課
程
主
任
（
二
年
間
）
立
教
学
院
評
議
員
（
一
九
八
七
年
七
月
ま
で
）
立
教
大
学
を
退
職
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
立
教
大
学
名
誉
教
授
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松
浦
高
嶺
先
生
略
歴
・
研
究
業
績
一
覧
九
六
六
年
　
「絶
対
王
政
」
九
六
六
年
　
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
か
ん
す
る
最
近
の
諸
解
釈
」
九
六
八
年
　
「
新
し
き
イ
ギ
リ
ス
革
命
像
を
も
と
め
て
」
九
七
〇
年
　
「十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
」
九
七
六
年
　
「戦
後
日
本
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
革
命
研
究
の
歩
み
」
九
七
七
年
　
「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
ヒ
ル
の
歴
史
観
の
変
遷
」
九
七
七
年
　
「
『名
誉
革
命
体
制
』
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
一
九
八
〇
年
　
「
ア
ン
グ
リ
カ
ン
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
」
一
九
八
二
年
　
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
功
罪
」
九
八
五
年
　
「
イ
ギ
リ
ス
近
現
代
史
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
問
題
」
九
九
〇
年
　
「
最
近
の
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
研
究
に
つ
い
て
―
―
ひ
と
つ
の
史
学
史
的
考
察
―
―
」
０
　
訳
　
書
九
七
一
年
　
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
『
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
１
』
（藤
原
浩
氏
と
共
訳
）
九
八
二
年
　
Ｊ
・
Ｍ
・
●
バ
ー
ツ
『図
説
・
世
界
の
歴
史
』
七
、
八
九
八
三
年
　
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
『イ
ギ
ジ
ス
社
会
史
２
』
（今
井
宏
氏
と
共
訳
）
井
上
幸
治
編
『西
洋
史
入
門
』
所
収
　
有
斐
！閣
『史
苑
』
第
二
七
巻
第
一
号
　
一立
教
大
学
史
学
会
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
」
第
一
号
　
　
　
同
刊
行
会
『岩
波
講
座
世
界
歴
史
一
七
』
所
収
　
岩
波
書
店
水
田
洋
編
『増
補
イ
ギ
リ
ス
革
命
』
所
収
お
茶
の
水
書
一房
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』
第
二
五
号
　
　
同
刊
行
会
柴
田
三
千
雄
・
成
瀬
治
編
『近
代
史
に
お
け
る
政
治
と
思
想
』
所
収
　
　
　
　
　
出
川
出
版
社
塚
田
理
編
『
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
』
所
収
聖
公
会
出
版
青
山
吉
信
。
今
井
宏
編
『概
説
イ
ギ
リ
ス
史
』
所
収
　
有
斐
聞
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』
第
三
七
号
　
　
同
刊
行
会
『史
苑
』
第
二
十
巻
第
一
号
　
一立
教
大
学
史
学
会
み
す
ず
書
一房
小
峰
書
店
み
す
ず
書
一房
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